
人とひとの心がふれあう、暮らしよい兵庫をめざして

2014

4月22日㈫、兵庫県民会館において「第1回 緊急通行車両担当会議」を開催、8会員生協・1関連会社から9名が参加し
ました。「緊急通行車両事前届出」の目的を確認し、さらに届出のメンテナンスについて意見交換しました。

（関連ページ P.4）
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公
務
員
か
ら
共
済
の
道
に
入
り
三
年
、
改
め

て
共
済
の
意
義
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

現
在
の
社
会
は
、
物
や
趣
味
・
娯
楽
等
の
材

料
も
豊
富
で
、
不
自
由
が
無
い
生
活
を
送
れ
る

環
境
も
整
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
社

会
の
変
動
は
目
ま
ぐ
る
し
く
、
少
な
か
ら
ず
、

戸
惑
い
や
不
安
を
覚
え
る
事
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

私
の
周
り
で
も
、「
年
金
の
支
給
開
始
年
齢

の
延
長
や
支
給
額
の
引
き
下
げ
で
将
来
が
不
安
」

と
い
う
声
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

勿
論
、
災
害
や
病
気
に
な
っ
た
ら
と
い
う
声

も
多
い
の
で
す
が
、
や
は
り
、
一
定
年
齢
を
過

ぎ
る
と
、
最
初
に
口
に
出
る
共
通
の
話
題
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
在
4
人
に
1
人
が
65
才
以
上
で
、
少
子
化

や
核
家
族
化
を
考
え
る
と
、
将
来
老
人
だ
け
の

暮
ら
し
や
独
り
暮
ら
し
の
増
加
も
心
配
さ
れ
ま

す
し
、
家
族
同
居
の
生
活
形
態
も
、
大
き
く
変

化
す
る
の
で
は
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
障
費
の
高
騰
も
公
表
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
社
会
保
障
の
充
実
は
、
大
い
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
更
な
る
財

政
負
担
増
や
家
計
へ
の
影
響
等
、
今
後
の
推
移

が
大
い
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

家
計
へ
の
影
響
の
大
小
は
、
生
活
す
る
上
で

大
き
な
関
心
事
で
あ
り
、
本
年
4
月
の
消
費
税

の
引
き
上
げ
に
、
圧
迫
感
を
感
じ
て
い
る
人
が

多
い
の
も
事
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
中
、
収
入
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、

国
の
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」
へ
の
働
き
か
け
に
よ

る
一
定
の
成
果
や
、「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
」
の
支
給
等
の
生
活
支
援
は
、
救
い
の

一
面
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
変
動
激
し
い
社
会
状
況
の
中
、

多
く
の
物
的
・
内
面
的
な
不
安
要
素
に
個
人
だ

け
で
対
応
す
る
に
は
、
お
の
ず
と
限
界
や
と
ま

ど
い
が
あ
る
の
で
は
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

で
は
ど
う
す
れ
ば
と
考
え
た
時
、
最
終
的
に
、

「
お
互
い
が
助
け
合
う
」
こ
と
が
一
番
と
い
う

答
え
に
落
ち
着
き
ま
す
。

「
助
け
合
い
」
を
基
本
と
す
る
共
済
（
生
協
）

の
事
業
活
動
の
必
要
性
・
重
要
性
が
、
よ
り
強

く
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
十
分
予
想
さ
れ
、
決
し

て
営
利
を
求
め
な
い
と
い
う
基
本
姿
勢
を
忘
れ

る
事
無
く
、「
よ
り
良
い
生
活
の
お
手
伝
い
」

を
し
て
い
く
こ
と
に
、
共
済
（
生
協
）
の
存
在

意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
感

じ
た
、
3
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。

当
姫
路
市
民
共
済
は
、
火
災
・
交
通
・
生
命

と
い
う
限
定
し
た
事
業
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、

「
少
な
い
掛
け
金
で
・
手
軽
な
掛
け
金
で
大
き

な
保
障
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
組
合
員

の
「
豊
か
で
安
心
し
た
生
活
」
の
一
端
を
担
っ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

姫路市民共済生活協同組合 理事長
兵庫県生活協同組合連合会 監事

藤田　雄三
（ふじた・ゆうぞう）

三年間を振り返って！
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兵協連 第 5 回「労働安全衛生研修・学習会」のご案内

兵庫県生活協同組合連合会 主催　ピースアクション 2014

2014年8月20日（水）
13：00 開場　13：30 開演（終演15：30 予定）
尼崎 ピッコロシアター（大ホール） 兵庫県立尼崎青少年創造劇場
兵庫県尼崎市南塚口町3-17-8　TEL：06-6426-1940

◦ピアノ	 ◦ソプラノ
　森須 奏絵 　大島 久美子

◦矢川 光則（矢川ピアノ工房）　◦キッズ＆ママ	コーラス

広島被爆ピアノ平和コンサート

事業・活動と職場の労働安全衛生などの大切さについて研修会を開催いたします。
働きやすく、安全な職場環境のあり方について、実例をあげながら解説いただきます。
役職員の皆さまのご参加をお待ちしています。

〜原爆の爆風で傷つきながらも永い歳月を乗り越えた「被爆ピアノ」が平和を奏でるコンサート。
ご家族のみなさまと平和の音色に耳を傾けてみませんか〜

●広島被爆ピアノプロフィール●
ホルゲル（HORUGEL）アップライトピアノ
（カズコのピアノ）
製造：昭和15年　形状：88鍵	象牙鍵型
高さ：129㎝
広島市南区　原爆投下時、爆心地より2.6km
で被爆。元の持ち主とピアノが自宅にて同時
被爆。平成21年5月、所有者（カズコさん）
よりピアノ調律師・矢川光則さん（広島市）
に託される。

■阪急神戸線「塚口」駅下車
　南出口より、南東徒歩約8分
■JR宝塚線「塚口」駅下車
　西出口より、西へ徒歩約5分
■阪急バス「ピッコロシアター」
　停留所下車すぐ
■尼崎市バス「ピッコロシアター」
　停留所下車すぐ

「お名前・年齢」・「〒（郵便番号）・ご住所」「電話番号」「ご同伴者（2名まで）のお名前・年齢」「ご利用
の生協名」を明記のうえ【ハガキ】【FAX】【メール】にて、以下の方法にてご応募ください。
ハガキでのお申し込み：〒650-0011	神戸市中央区下山手通4丁目16-3　県民会館4階
　　　　　　　　　　　兵庫県生活協同組合連合会「広島被爆ピアノ平和コンサート」係　まで
FAXでのお申し込み：078－392－2059　メールでのお申し込み：hyogo＠kobe.coop.or.jp
☆お子様もご一緒にご参加いただけます。　☆応募者多数の場合は抽選。
☆発表：ご当選の方には7月末日までに招待ハガキにてお知らせします。個人情報は招待券発行以外には使用いたしません。

【お問い合わせ】兵庫県生活協同組合連合会
TEL 078-391-8634　FAX 078-392-2059　メール hyogo ＠ kobe.coop.or.jp

「労働安全衛生研修・学習会」
日 時：7月25日（金）14時〜16時30分
会 場：兵庫県民会館　9階　「901」
対 象：会員生協・団体の役職員（定員36名）
講 師：茶園 幸子 氏（社会保険労務士）

お申し込み・お問い合わせ　兵庫県生協連 ℡078-391-8634

出
演
予
定

“招待券”のお申込み方法〔ご招待人数は300名です〕

締め切り
7月2日（水）

当日消印有効

入場無料
（招待券が必要です）

昨年の学習会の様子
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コ
ー
プ
こ
う
べ
と
宅
配
事
業
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
新
規
の
ご
利
用
を

増
や
そ
う
と
、
協
同
購
入
セ
ン
タ
ー
の
セ

ン
タ
ー
長
が
、
自
ら
企
画
し
た
な
か
ま
づ

く
り
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

5
月
10
日
㈯
コ
ー
プ
デ
イ
ズ
神
戸
北
町

1
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
で
は
、“
親
子

で
参
加  

食
べ
て  

学
ん
で  

楽
し
ん
で
”

を
開
催
し
、
地
域
に
お
住
ま
い
の
多
く
の

方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
コ
ー
プ
こ
う
べ

と
宅
配
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
紙
芝

居
、
宅
配
の
カ
タ
ロ
グ
『
め
ー
む
』
や
商

品
に
関
す
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
新
開
発
の

コ
ー
プ
商
品
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
内

容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。
特
に
人
気
だ
っ
た

の
は
、
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
。
お
菓
子
や
食
品
の
人
気
者
た

ち
が
大
集
合
し
て
、
お
子
さ
ん
た
ち
と
真

剣
勝
負
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
今
回

は
日
本
生
協
連
主
催
「
ラ
ブ
コ
ー
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ラ
ブ
コ
」

の
着
ぐ
る
み
が
初
お
目
見
え
。
コ
ー
プ
商

品
の
良
さ
を
P
R
し
て
会
場
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
組
合
員
さ
ん
か
ら
は
「
宅
配

の
お
試
し
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
」「
親

子
で
楽
し
く
学
べ
ま
し
た
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。（

通
信
員
　
榊
原 

晶
子
）

熱気に包まれた会場

「初めまして」ラブコです

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ

な
か
ま
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

“
親
子
で
参
加
　
食
べ
て
　
学
ん
で
　
楽
し
ん
で
”

兵協連 第1回「緊急通行車両担当会議」を開催
4月22日㈫、兵庫県民会館において「第1回 緊急通行車

両担当会議」を開催。8会員生協・1関連会社から9名が参
加しました。初めて開催されたこの会議は、2008年1月
に兵庫県と兵庫県生協連が締結する「緊急時における応急
生活物資供給等に関する協定書」に基づき、応急生活物資
の運搬および医療活動を円滑に行なうために緊急通行車両
の許可がすみやかに得られるよう制定された事前届出制度
について確認するために開催されました。

はじめに「緊急時における応急生活物資供給等に関する協定書・同 実施細目」について共有化
を行ない、続いて「緊急通行車両事前届出」の目的を確認し、さらに届出のメンテナンスについて
意見交換しました。

参加した役職員からは「発災時に『緊急通行車両事前届出済証』を所轄警察署窓口に持参した場
合、コピーでも交付を受けられるようになりませんか」「緊急通行車両事前届出が済んだ車両が事
業所を移動した場合は届出が必要ですか」など活発な質問や意見交換が行われ、

①発災時の交付申請には「緊急通行車両事前届出済証」の原本が必要であること
②原本は車両保管でも、事業所保管でもよいこと
③届出車両が事業所を移動した場合は、届出が必要であること

などの点が確認されました。
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平
成
26
年
4
月
27
日
㈰
、
三
宮
サ
ン
パ

ル
南
側
公
園
広
場
で
開
催
さ
れ
た
「
華
や

か
フ
ェ
ス
タ
」
に
て
、
事
業
P
R
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

花
び
ら
を
敷
き
詰
め
て
絵
模
様
に
す
る
催

し
『
イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
』
に
合
わ
せ
て
、

サ
ン
パ
ル
名
店
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ゲ
ー
ム
ゾ
ー
ン
や
ド
ー
ナ
ツ
、
唐

揚
げ
と
い
っ
た
飲
食
ゾ
ー
ン
も
設
け
ら
れ

た
他
、
大
阪
プ
ロ
レ
ス
の
握
手
会
・
撮
影

会
、
阿
波
踊
り
や
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
大
勢
の
方

が
イ
ベ
ン
ト
に
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
当
組

合
で
は
、
会
場
に
ブ
ー
ス
を
設
け
て
、
医

療
共
済
・
火
災
共
済
・
交
通
災
害
共
済
・

こ
ど
も
共
済
を

紹
介
し
た
総
合

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
布
し
た

他
、
職
員
も
イ

ベ
ン
ト
の
補
助

を
す
る
な
ど
、

親
し
み
や
す
い

P
R
活
動
に
努

め
ま
し
た
。
来

場
者
の
方
々
か

ら
は
「
サ
ン
パ

ル
ビ
ル
に
事
務

所
が
あ
る
ん
で

す
ね
」
な
ど
の

お
声
掛
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
よ
う
に
三
宮
駅
近
辺
で
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は
、
ま
だ
当
組

合
を
ご
存
じ
な
い
近
隣
の
方
々
や
市
民
の

方
々
へ
、
当
組
合
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良

い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

様
々
な
催
し
を
通
じ
て
、
幅
広
い
広
報
活

動
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
通
信
員
　
鹿
田 

裕
子
）

6
月
21
日
㈯
の
総
代
会
に
向
け
て
、
各

支
部
で
総
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
総

代
会
方
針
案
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
も

と
に
、
2
0
1
3
年
度
の
ま
と
め
と

2
0
1
4
年
度
の
方
針
に
つ
い
て
多
く
の

意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。「
初
め

て
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、1
日
楽
し
か
っ
た
。

今
年
も
是
非
行
き
た
い
」
や
「
恒
例
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
何
回
参
加
し

て
も
飽
き
な
い
」
と
い
っ
た
感
想
は
、
組

合
活
動
が
充
実
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
班
活
動
で
は
「
去
年

で
き
た
絆
班
が
、
健
康
の
話
を
し
た
り
、

体
操
し
た
り
と
楽
し
そ
う
な
の
で
、
仲
間

に
入
り
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
一
方
要
望
と
し
て
「
診
療
所
ま
で

送
迎
し
て
も
ら
っ
て
、
非
常
に
あ
り
が
た

い
。
こ
う
い
う
取
り
組
み
を
、
他
の
分
野

に
も
広
げ
て
ほ
し
い
」
や
「
毎
年
ろ
っ
ぽ

う
診
療
所
の
駐
車
場
で
行
っ
て
い
る
健
康

ま
つ
り
を
、
自
然
豊
か
な
円
山
川
公
苑
で

行
っ
て
は
ど
う
か
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
美
方
支
部
で
は
「
予
防

接
種
の
助
成
拡
大
の
た
め
に
、
対
自
治
体

交
渉
を
す
す
め
よ
う
」
と
い
う
意
見
が
出

ま
し
た
。

2
0
1
5
年
に
創
立
20
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
、
た
じ
ま
医
療
生
協
の
未
来

を
描
く
総
合
計
画
の
策
定
作
業
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
超
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た

め
に
も
、
組
合
員
の
こ
う
し
た
意
見
・
要

望
を
し
っ
か
り
と
汲
み
取
り
、
地
域
要
求

に
基
づ
く
事
業
と
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
通
信
員 

　
春
木 

圭
介
） お花見をしながらの支部総会

神
戸
市
民
生
活
協
同
組
合

た
じ
ま
医
療
生
活
協
同
組
合

支
部
総
会
す
す
む

「
華
や
か
フ
ェ
ス
タ
」
で
共
済
事
業
を
紹
介
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JA 兵庫西Ｊ
Ａ（一財）兵庫県水産振興基金Ｊ

Ｆ

とと活隊 結成！
〜香美町は「毎月 20 日は魚

とと

の日」〜
直売所で兵庫県産小麦粉 PR

美方郡香美町では、水産業を再活性化させ、地
域経済を活気付けることを目的に、全国で初めて
となる「魚食の普及の推進に関する条例」（「とと
条例」）を制定しました。“とと”にちなんだ10＋
10で毎月20日を「魚

と と

の日」としたことを受け、同
町の漁業者、水産加工業者ら10名がボランティア
で取り組む「とと活隊」（事務局・香住水産加工
業協同組合）を結成し、その発足式が 4 月 8 日㈫
香美町香住区の香住水産加工業協同組合で行われ
ました。

関係者ら約50名が出
席する発足式では、香
住水産加工業協同組
合 長 一仁組合長から
ノボリとジャンバーが

「とと活隊員」に手渡され、同隊 浜上 栄作隊長
が「海よりも広く、海よりも深く、この条例を町
民に広げたい。香美町には国内有数の美味しい魚
があり、“魚を食べよう”を合言葉に力いっぱい
活動する」と「とと活宣言」を行いました。

長組合長は「今後、“とと活隊”はイベントの
開催や、旬の魚の食べ方などの情報をインターネッ
トで発信していく。町の店舗などにノボリを立て
て魚食 PR 活動を行うとともに、町会議員や小売
店、観光業者、一般町民からなる賛助隊員103名
も活動に協力していく」とされ、町をあげての魚
食普及運動を展開していきます。

JA 兵庫西と㈱増田製粉所は 3 月30日、同 JA
直売所「旬彩蔵書写」で兵庫県産小麦粉の PR 販
売をしました。来店客に地元で生産した小麦を原
料としたパンなどを味わってもらい、地産地消へ
の理解を狙いました。

同製粉所では、「ミナミノカオリ」「ふくほのか」
など県産小麦60％以上使用した小麦粉「北野坂」

「麺司」や、「シロガネコムギ」を主原料にした県
産小麦100％の薄力小麦粉「宝笠異人館」を、兵
庫県産小麦粉シリーズとして昨年から販売してい
ます。小麦は JA 兵庫西管内1100ヘクタールで生
産されたものを使用し、兵庫県認証食品にも認定
されています。今後さらに、県産小麦の使用率を
高めることを目指します。

店頭では、同 JA の TAC も参加して来店者に
パンやマドレーヌなどを無料配布し、県産小麦の
味と食感を実際に楽しんでもらいました。同 JA
営農生活部営農指導課の小寺悟司課長代理は「生
産者と実需者、消費者が直接ふれ合う機会を増や
すことで繋がりが広がる活動を、今後も行ってい
きたい」と話しました。

パンやケーキの試食で県産小麦を PR

「とと活宣言」を行う浜上隊長
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最近の消費生活相談事例

水道の無料点検に

ご注意

事　例

2 日前、「無料で水道の点検をします」と言って事業者が訪問
してきた。「水が汚れている」と、流し台に浄水器を取り付けられ、
1 〜 2 時間説明を受けた。その後、「使用したので買い取っても
らうしかない」と言われ仕方なく契約した。クーリング・オフ
したい。

【アドバイス】

訪問販売の場合、商品を使用していても契約書面を受領した日を含む 8 日間は

クーリング・オフが可能です。また、仮にクーリング・オフ期間を過ぎてしまっ

ても、虚偽の説明があった場合などは契約を取り消すことができます。なお、特

定商取引法では、訪問販売をする際には、最初に事業者名と販売が目的であるこ

とをはっきりと告げなければならないとされています。トラブルに遭わないため

には、突然に事業者が訪問してきても、安易に家の中に入れないようにし、必要

でないものはきっぱり断ることが大切です。困ったときは最寄りの消費生活セン

ターへ相談してください。

（兵庫県生活科学総合センター）
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
と
い
う
言
葉
が
親
し
ま
れ
て

10
年
あ
ま
り
。
個
性
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
、
地
域
や
企
業
な
ど
の
P
R
の
た
め
全
国
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
さ
ん
と
と
も
に
各

地
で
商
品
の
紹
介
を
す
る
日
本
生
協
連
の
商
品

普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ラ
ブ
コ
」

ち
ゃ
ん
（
P
4
参
照
）。
そ
の
髪
型
は
、
自
分

の
子
ど
も
の
頃
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
す

（
？
）。
し
ゃ
べ
っ
た
り
、
跳
ね
た
り
す
る
に
ぎ

や
か
な
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
躍
の
場
で
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
育
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
発
表
さ
れ
た「
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
川
柳
」。「
後
ろ
姿
は
“
フ
ナ
ッ
シ
ー
”」
に

な
ら
な
い
よ
う
、
夏
に
向
け
て
腹
筋
し
ま
す
！

�

（
中
尾
）

6
月
2
日
㈪　

兵
協
連　

第
7
回
理
事
会
・

�

第
3
回
役
員
推
薦
委
員
会

�

（
県
民
会
館　

1
2
0
1
）

6
月
24
日
㈫　

兵
協
連　

第
64
回
通
常
総
会
・

�

第
1
回
理
事
会

�

（
県
民
会
館　

パ
ル
テ
ホ
ー
ル
）

「ひょうご安全の日推進事業

第92回国際協同組合デー・兵庫県記念大会」のご案内

国際協同組合デーは、世界中の生協や農協、漁協、森林組合など協同組合にたずさわる人々が
心を一つにしてその発展を願って祝う日です。兵庫県では毎年 7月の第 1金曜日に各協同組合の
関係者が集まって記念大会を開催しています。
今年は「阪神・淡路大震災 20 年」をテーマに実施します。ご参加お待ちいたしております。

■と　き：2014年7月4日（金） 13：30-16：00
■ところ：兵庫県民会館 9 階　けんみんホール
	 神戸市中央区下山手通4-16-3
	 TEL（078）321-2131
■内　容：Ⅰ部	記念式典
	 Ⅱ部	記念講演

「阪神・淡路大震災 20 年を迎えます。
あの日、放送し続けて」
講師  谷　五郎氏

■参加人数：350人（入場無料・先着順）※事前にお申し込みください。
■主　催：震災20年・兵庫 JCC記念大会等開催事業実行委員会
	 兵庫県協同組合連絡協議会（兵庫 JCC：兵庫県生活協同組合連合会・
	 兵庫県農業協同組合中央会・兵庫県漁業協同組合連合会・兵庫県森林組合連合会）
■お申し込み・お問い合わせ：兵庫県生活協同組合連合会

電話：0781-391-8634　FAX：0781-392-2059

＜プロフィール＞
1953年生まれ。兵庫県出身。
1976年神戸大学農学部卒業
後、高砂市農協（現JA兵庫
南）に入組。1991年ラジオ
パーソナリティに転職。現在
ラジオ関西で「谷五郎のここ
ろにきくラジオ」（月〜木曜、
13：00-16：00）などの番
組を担当。

この事業はひょうご安全の
日推進県民会議からの
助成を受けて実施しています。
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